
平
成

昭
和

大
正

明
治

近
世

近
古

中
古

上
古

令
和

2023

1873

3 面

3面

4面

3面

3面

3面

3面

1,2 面

「住吉公園歴史探訪」は第16号の発行をもって1
年間休刊いたします。2023年8月の住吉公園開
設150年には、記念誌として歴史探訪第１号か
ら第16号までの総括を発刊する予定にしていま
す。どうぞご期待ください！
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戦
時
下
の
金
属
供
出

　
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）七
月
の
盧
溝
橋

事
件
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る

な
か
、ア
メ
リ
カ
に
よ
る
対
日
封
鎖
と
経
済

制
裁
が
厳
し
さ
を
増
し
、特
に
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）九
月
の
屑
鉄
の
全
面
禁
輸
に

よ
っ
て
日
本
は
金
属
資
源
の
不
足
に
陥
り
ま

し
た
。そ
の
た
め
に
、日
米
開
戦
を
前
に
し
た

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）八
月
に
金
属
類
回

収
令
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、身
近
な
鍋
・
釜
・
鉄
扉
・
鉄
柵
な

ど
の
官
民
所
有
の
鉄
や
銅
を
は
じ
め
真
鍮
・

砲
金
・
唐
金
と
い
っ
た
合
金
を
回
収
し
、戦

車
・
軍
艦
・
飛
行
機
・
大
砲
・
砲
弾
な
ど
の
兵

器
に
利
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
し
た
。当
初

は
一
般
家
庭
の
金
属
類
の
特
別
回
収
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）に
は

学
校
や
公
共
施
設
を
は
じ
め
、神
社
・
寺
院
・

教
会
等
に
も
供
出
さ
せ
る
た
め
の
調
査
が
行

わ
れ
、昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）よ
り
主
に

鉄
と
銅
の
回
収
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
や
寺
院
の
梵
鐘
が
供

出
さ
れ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に

大
阪
で
は
、当
時
世
界
最
大
規
模
を
誇
っ
た

高
度
経
済
成
長
期
の
児
童
遊
戯
場

四
天
王
寺
の
大
梵
鐘
や
、当
時
火
災
で
大
破

し
た
初
代
通
天
閣
が
解
体
・
供
出
さ
れ
た
こ

と
な
ど
は
代
表
的
な
例
で
す
。

　

住
吉
公
園
で
は
、明
治
四
十
五
年（
一
九
一

二
）に
建
立
さ
れ
た
西
村
捨
三
の
銅
像（
写
真

㋑
本
紙
第
三
号
参
照
）や
、昭
和
五
年（
一
九

三
〇
）難
波
駅
か
ら
住
吉
公
園
駅（
現
・
住
吉

大
社
駅
）前
に
移
設
さ
れ
た
松
本
重
太
郎
の

銅
像（
写
真
㋺
本
紙
第
四
号
参
照
）が
供
出

写真④ 手前がオーシャンウェーブ、
その後ろ左手に鉄棒、中央には便所、
右手に滑り台（3方向のすべり面）が見えます。

写真③ 日陰棚を通り過ぎると子供の家があります。  
その右側に見えるのが木馬のある日陰棚です。

写真② 日陰棚の下に木馬が設置されていて、
子供たちの遊ぶ様子がわかります。

写真① 手前にシーソーで遊ぶ子供たちと
左手奥にローラースケート場が見えます。

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
、官
幣
大
社
で
あ
っ
た
住
吉
大
社
も

例
外
で
は
な
く
、貴
重
な
銅
製
燈
籠
・
狛
犬
・

顕
彰
碑
の
数
々
が
供
出
さ
れ
ま
し
た
。主
な

も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
す
。

一
、第
一
本
宮
前
の
東
大
寺
型
の
青
銅
狛
犬

（
明
治
二
十
九
年
、元
北
前
船
主
で
実
業
家

の
廣
海
二
三
郎
奉
納
）。写
真
㋩
㋥

二
、当
時
最
大
規
模
を
誇
っ
た
大
型
の
青
銅

狛
犬（
昭
和
三
年
大
阪
金
物
商
組
合
奉

納
。黒
岩
淡
哉
の
監
修
、伊
藤
保
齊
の
鋳

造
。供
出
後
、石
造
で
復
元
）。

三
、旧
神
楽
殿
に
あ
っ
た
数
々
の
釣
燈
籠
群

（
文
化
四
年
、天
保
十
三
年
、明
治
・
大
正
・

昭
和
の
各
奉
納
）。写
真
㋭

四
、鴻
池
善
右
衛
門
ほ
か
銀
行
財
界
人
四
十

名
に
よ
る
分
銅
型
大
唐
銅
燈（
明
治
四
十

一
年
奉
納
。台
座
の
み
現
存
）。写
真
㋬

五
、旧
阪
堺
鉄
道（
南
海
電
鉄
の
前
身
）の
解

散
記
念
奉
納
に
よ
る
高
燈
籠
型
の
青
銅
燈

籠（
明
治
三
十
一
年
奉
納
）。写
真
㋣

六
、大
阪
靭
乾
物
商
に
よ
る
唐
銅
燈
籠（
明

昭
和
三
十
四
年
の
児
童
遊
戯
場

　

図
１
は
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の
平
面
図

で
す
。

　
前
号
に
掲
載
し
た
昭
和
二
十
七
年
頃
の
平
面
図

と
比
べ
る
と
、大
き
な
変
化
と
し
て
は
メ
リ
ー
パ
ー

ク
が
無
く
な
り
、代
わ
り
に
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
遊
戯
場
の
区

域
が
北
側
に
拡
大
し
た
こ
と
で
、ほ
ぼ
現
在
の
形
状

に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、１
号
池
が
無
く
な
り
、沈
床

花
壇
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
メ
リ
ー
パ
ー
ク
が
な
く
な
っ
た
原
因
と
し
て
、有

料
施
設
が
減
少
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。昭
和

二
十
三
年（
一
九
四
八
）九
月
一
日
付
け
大
阪
府
公
報

第
二
号
外
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
料
施
設
は
子
供

用
ハ
ン
ド
ジ
ー
プ
、子
供
用
三
輪
車
、子
供
用
電
気

自
動
車
、子
供
用
自
轉
車
、子
供
用
ボ
ー
ト
、子
供

用
二
輪
車
で
す
が
、住
吉
区
誌
が
ま
と
め
ら
れ
た
昭

和
二
十
八
年（
一
九
五
三
）六
月
時
点
で
は
、有
料
施

設
と
し
て
電
気
自
動
車
２
、三
輪
車
２０
、自
転
車

４
、ボ
ー
ト
１１
に
な
っ
て
お
り
、子
供
用
ハ
ン
ド
ジ
ー

プ
、子
供
用
二
輪
車
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。当
初
の

数
は
不
明
で
す
が
、有
料
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

も
限
界
が
あ
り
、数
は
減
少
し
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
が
メ
リ
ー
パ
ー
ク
の
廃
止

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
昭
和
三
十
二
年（
一
九
五
七
）十
月
十
一
日
の
大
阪

府
条
例
第
三
十
号
大
阪
府
都
市
公
園
条
例
の
別
表

１
に
よ
る
と
、住
吉
公
園
に
お
け
る
公
園
施
設
は

野
球
場
、庭
球
場
、運
動
場
の
３
施
設
に
な
り
、メ

リ
ー
パ
ー
ク
の
有
料
施
設
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。こ
の
こ
と
か
ら
、こ
の
時
点
で
メ
リ
ー
パ
ー
ク
が

無
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
後
の
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の
平
面

図
か
ら
読
み
取
れ
る
遊
具
は
、ブ
ラ
ン
コ
８
、ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
３
、木
馬
１０
、鉄
棒
２
、ス
ベ
リ
台
２
、

シ
ー
ソ
ー
２
、縄
梯
子
２
、ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場

１
、オ
ー
シ
ャ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
１
、子
供
の
家
３
、土
山

３
で
す
。国
道
２６
号
に
隔
て
ら
れ
た
飛
び
地
で
は
ブ

ラ
ン
コ
２
、ス
ベ
リ
台
１
、砂
場
１
が
あ
り
、住
吉
公

園
が
子
供
の
楽
園
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
内
容
と
い
え
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の
新
設

　

昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の
遊
戯
場
で
は

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
が
目
に
つ
き
ま
す
。ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
は
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
流
行

し
は
じ
め
、二
十
八
年
に
全
国
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

競
技
会
や
第
一
回
全
日
本
ス
ピ
ー
ド・フ
ィ
ギ
ュ
ア

選
手
権
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
岐
阜
県
大
垣
市
で
開
催

さ
れ
、全
国
的
に
広
が
り
ま
し
た
。道
ば
た
が
ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
と
な
り
、子
供
た
ち
の
路
上
で
の

遊
び
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、三
十
年
代
に
な
る
と
高
度
経
済
成
長

の
進
展
に
伴
い
、自
動
車
交
通
が
急
激
に
伸
び
て
い

き
ま
す
。自
動
車
の
増
加
は

交
通
事
故
増
加
に
つ
な
が

り
、社
会
問
題
に
な
り
ま
し

た
。こ
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に

横
断
歩
道
の
設
置
や
、子
供

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

室
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、昭
和
三
十
五
年（
一
九

六
〇
）に
道
路
交
通
法
が
制

定
さ
れ
る
と
、昔
か
ら
子
供

の
遊
び
場
で
あ
っ
た
道
路
か

ら
子
供
が
排
除
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
次

第
に
公
園
内
に
遊
び
場
を
求

め
い
き
ま
し
た
。住
吉
公
園

の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
も

こ
の
よ
う
な
背
景
で
設
置
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
荒
木
美
喜
男
）

写真㋑ 住吉公園「西村捨三君銅像」
明治45年（1912）

写真㋺ 旧住吉公園駅（現住吉大社駅）前「松本重太郎銅像」
元は大正10年（1921）難波駅前に建立されたもので、

昭和5年（1930）難波駅改築にともない住吉公園駅前に移設された。

「
住
吉
公
園
歴
史
探
訪 

編
集
者
が
魅
力
を
語
る

公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、成
功
裡
に
終

え
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。ご
来
場
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
内
容

・『
編
集
会
議
再
現
』編
集
代
表 

大
阪
公
立
大
学 

水

内
俊
雄

・『
住
吉
公
園
誕
生
』（
一
財
）苅
田
土
地
改
良
記
念
コ

ミ
ュ
ニ
ティ
振
興
財
団 

寺
田
孝
重

・『
住
吉
大
社
と
住
吉
公
園
』住
吉
大
社 

小
出
英
詞

・『
住
吉
公
園
、大
阪
府
の
公
園
に
な
る
』大
阪
府
庁

公
園
O
B 

荒
木
美
喜
男

・『
公
園
と
都
市
計
画
』N
P
O
法
人
国
際
造
園
研

究
セ
ン
タ
ー 

繁
村
誠
人

・『
古
写
真
と
ア
ー
カ
イ
ブ
／
住
吉
の
歴
史
地
理
』

N
P
O
法
人
r
e
m
o
記
録
と
表
現
と
メ
デ
ィ
ア

の
た
め
の
組
織 

櫻
田
和
也

開
催
日
時：二
〇
二
二
年
七
月
二
十
二
日（
金
） 

 
 

１３
時
００
分
〜

開
催
場
所：住
吉
大
社 

吉
祥
殿

主
催：都
市
公
園
住
吉
公
園
指
定
管
理
共
同
体

共
催：住
吉
大
社

後
援：大
阪
府･

大
阪
市
教
育
委
員
会･

堺
市･

 

住
之
江
区･

住
吉
区･

西
成
区

協
力：大
阪
公
立
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

 

都
市
公
園
住
之
江
公
園
指
定
管
理
共
同
体 

 

都
市
公
園
長
野
公
園
管
理
共
同
体
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住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

住
吉
の
松
Ⅳ　

松
の
受
難―

　

住
吉
の
松
は
、本
紙
第
十
三
号
か
ら
第
十
五
号
で

述
べ
た
よ
う
に
広
大
な
林（
い
わ
ゆ
る
松
原
）を
形
成

し
て
い
ま
し
た
。こ
の
ク
ロ
マ
ツ
の

じ
ゅ
そ
う

樹
叢
は
、長
い
歴
史

の
中
で
何
回
も
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
住
吉
の
松
林
は
、万
葉
集
で「

あ
ら
れ
ま
つ
ば
ら

霰
松
原
」と
詠
わ
れ

（
写
真
①
）、歌
の
名
所
で
し
た
。一
方
、住
吉
津
が
国
家

的
な
港
と
し
て
発
展
し
、こ
れ
を
鎮
護
す
る
住
吉
神

社
の
規
模
が
拡
大
を
続
け
る
と
、周
辺
の
開
発
が
ひ

き
起
こ
さ
れ
、宅
地
の
造
成
や
用
材
と
し
て
の
利
用

が
拡
大
し
ま
し
た
。こ
れ
が
受
難
の
は
じ
ま
り
で
し

た
。

3面 2面
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次
い
で
、熊
野
街
道
と
紀
州
街
道

が
発
達
し
、神
社
門
前
の
立
地
と
あ

い
ま
っ
て
、都
市
化
の
様
相
を
見
せ
、

松
原
は
さ
ら
に
後
退
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
れ
で
も
、近
世

初
頭
ま
で
は
、『
住
吉
潮
干
図
』（
本

紙
第
十
五
号
）や『
住
吉
名
所
図
会
』

（
図
①
）に
描
か
れ
る
よ
う
に
、松
原

が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
大
き

な
理
由
と
し
て
、ク
ロ
マ
ツ
は
、海
浜

条
件
下
で
優
位
を
保
つ
こ
と
が
で

き
、日
本
の
海
浜
部
の
主
要
植
生
で

あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
地
域
が
海
浜

の
状
態
を
保
ち
続
け
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
三
回
目
の
環
境
変
化
は
、宝
永
元

年（
一
七
〇
四
）に
行
わ
れ
た
、大
和

川
付
替
え
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の

付
替
え
で
で
き
た
新
大
和
川
は
、杉

本
村
付
近
で
上
町
台
地
を
貫
通
し
、

遠
里
小
野
村
か
ら
七
道
村
を
抜
け

て
大
阪
港
に
開
口
し
ま
し
た
。

　
こ
の
川
は
、元
来
川
の
な
い
地
質

的
に
軟
弱
な
農
耕
地
に
人
工
的
に

築
造
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、下
方

浸
食
が
大
き
く
、大
量
の
土
砂
を
河

口
に
運
ん
だ
こ
と
で
、堺
港
は
港
湾

機
能
が
低
下
し
ま
し
た
。

　
住
吉
の
浜
は
、河
口
の
北
側
に
当

る
た
め
、沿
岸
流
の
具
合
か
ら
、南
の

堺
よ
り
は
土
砂
の
堆
積
は
少
な
か
っ

た
と
云
わ
れ
ま
す
が
、付
替
え
か
ら
約
百
三
十
年
後
の

天
保
八
年（
一
八
三
七
）の
天
保
国
絵
図
の
下
絵
図
に

は
、大
和
橋
の
下
流
に
新
田
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
②
）。さ
ら
に
、木
津
川
か
ら
津
守
新
田
へ
引
か
れ

た
十
三
間
堀
川
が
新
大
和
川
に
つ
な
が
り
、剣
先
船

が
通
い
始
め
る
と
、住
吉
側
の
沿
岸
部
も
急
速
に
埋

立
て
が
進
行
し
、「
海
浜
」と
し
て
の
条
件
が
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
第
四
の
受
難
は
、大
阪
の
工
業
都
市
化
に

あ
り
ま
す
。明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）の
阪
堺
鉄
道
開

通
図（
本
紙
第
二
号
）に
は
、こ
の
軌
道
が
神
社
門
前

の「
松
林
」を
通
過
し
て
い
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま

す
し
、同
三
十
年（
一
九
〇
三
）の『
住
吉
神
社
及
公
園

之
真
景
』（
本
紙
第
八
号
）に
は
、阪
堺
鉄
道
、高
野
鉄

道
に
加
え
て
、紡
績
所
工
場
を
建
設
し
て
い
ま
す（
図

③
）。

　
大
阪
は
、そ
の
後
も「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」を

標
榜
し
て
工
業
化
を
進
め
ま
し
た
。大
正
十
一
年（
一
九

三
二
）に
開
校
し
た
、大
阪
府
立
第
十
五
中
学
校（
現

在
の
大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校
）の
校
歌
で
は「
け
む
り

煤
煙

の
巷
遠
く
し
て
、茅
淳
の
浜
松
風
清
し…

」と
歌
わ
れ
、

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）に
設
立
さ
れ
た
筆
者
の
母
校

で
あ
る
長
池
小
学
校
の
校
歌
に
も「
空
お
お
う
け
む

り
に
と
お
く…
」と
あ
り
、校
章
に
は
松
葉
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
て
、住
吉
の
松
に
工
業
化
の
波
が
寄
せ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
の
煤
煙
が
、住
吉
の
松
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
た

こ
と
は
間
違
い
な
く
、大
正
五
年（
一
九
一
六
）五
月
の

大
阪
朝
日
新
聞
に
は
、「
枯
れ
て
ゆ
く
住
吉
の
松
、な

ん
と
療
治
の
仕
様
が
な
い
」と
記
述
さ
れ
て
お
り（
図

④
）、住
吉
の
松
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た「
な
に
わ
屋
の

笠
松
」が
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
）に
枯
死
し
ま
し

た
。そ
れ
で
も
、現
在
大
社
の
境
内
や
住
吉
公
園
で
は

ク
ロ
マ
ツ
の
大
木
が
頑
張
り
続
け
て
く
れ
て
お
り（
写

真
②
）、将
来
に
渡
っ
て
守
り
続
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
寺
田
孝
重
）

写真① 安立南公園の
「霰松原」の石碑
現在、この公園にマツ
は生育していない。

写真㋷ 日露戦争・第１次旅順港閉塞戦　広瀬武夫中佐「報国丸」マスト
昭和9年（1934）

写真㋾ 陶磁器燈籠覆屋
明治14年（1881）

写真㋸ 大阪 木津川上荷仲奉納
明治23年（1890）

　

治
二
十
七
年
奉
納
。供
出
後
の
台
石
は
後
に

現・兎
の
手
水
鉢
に
転
用
）。写
真
㋠

七
、日
露
戦
争
・
広
瀬
武
夫
中
佐
の
直
筆「
決
死

隊
」碑（
第
二
次
旅
順
港
閉
塞
船「
福
井
丸
」船

内
遺
品
。大
正
二
年
奉
納
）。

八
、同
、広
瀬
中
佐
の
第
一
次
旅
順
港
閉
塞
戦「
報

国
丸
」の
鉄
檣（
鉄
製
マ
ス
ト
。昭
和
九
年
奉

納
）。写
真
㋷

九
、陸
軍
大
臣
・
児
玉
源
太
郎
の
奉
納
に
よ
る
日

露
戦
争
戦
利
品
大
砲
大
小
二
門（
明
治
三
十
四

年
奉
納
か
）。

十
、海
運
造
船
業
・
実
業
家
の
尼
崎
伊
三
郎
に
よ

る
唐
銅
製「
官
幣
大
社
住
吉
神
社
」社
号
標
柱

（
明
治
二
十
八
年
奉
納
）

そ
の
ほ
か
に
も
顕
彰
碑
、銘
板
類
、神
馬
銅
像
、銅

水
瓶
、各
種
燈
籠
、覆
屋
な
ど
挙
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、昭
和
十
八
年（
一
九
四

三
）一
月
十
五
日
に
鋼
鉄
回
収
奉
告
祭
が
執
行
さ

れ
、同
月
二
十
日
に
は
回
収
状
況
の
視
察
が
あ

り
、四
月
七
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
回
収
運

搬
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す（
社
務
日
誌
）。

　
ほ
か
に
、旧
高
燈
籠
や
禁
裏
御
祈
禱
場（
現
高

燈
籠
の
南
側
に
あ
っ
た
旧
跡
）の
門
扉
・
鉄
柵
も

供
出
の
対
象
と
な
り
、翌
年
の
昭
和
十
九
年（
一
九

四
四
）四
月
二
十
七
日
に
金
属
回
収
挺
身
隊
に

よ
っ
て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
回
収
場
所
に
は
住
吉
公
園
が
利
用

さ
れ
、近
隣
の
各
寺
院
の
梵
鐘
や
各
供
出
品
と
と

も
に
運
び
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。昭
和
二
十

八
年
刊『
住
吉
区
誌
』に
は
当
時
の
公
園
に
つ
い
て

「
戦
時
中
の
鉄
類
回
収
は
広
場
へ
の
進
入
と
な
り
、

そ
の
上
二
十
年
六
月
の
空
襲
に
よ
つ
て
非
常
に
荒

廃
す
る
事
と
な
つ
た
。」と
あ
り
、空
襲
と
と
も
に

金
属
類
の
回
収
場
所
と
な
っ
た
こ
と
で
公
園
が
荒

廃
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
小
出
英
詞
）

図① 『住吉名所図会』の「霰松原」

図④ 1916年5月18日 大阪朝日新聞 朝刊7P「枯れてゆく住吉の松」

図③ 明治36年
「住吉神社及公園之真景」（部分拡大）

図② 天保国絵図に関する下絵図（部分）
出典：寺田家文書 絵図編
天保国絵図製作に当り、摂津国の担当となった
高槻藩の命により当家12代寺田孝重によって作
られた、大和川部分の図
大和橋より下流に土砂の堆積による新田が両岸
に見られ、十三間堀川との合流も描かれている。

写真② 現在の大社境内の松林の状況

写真㋭ 旧神楽殿釣燈籠群

写真㋣ 旧阪堺鉄道解散記念青銅燈籠
明治31年（1898）

写真㋦ 神馬銅像
大正3年（1914）

写真㋠ 大阪靭乾物商 唐銅燈籠
明治27年（1894）

写真㋬ 分銅型大唐銅燈
明治41年（1908）


